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　1，緒　　言

　 ヒ トが 被服 を選択 する 際 の 重要な因子 と して
“E 心

地
穿
が挙 げ られ る ．丹 羽 と酒井 （1995＞ は 1着心 地 に

対する評価基準は 時代 と共に 移り変わ る．また，被服

に 対す る 知 識 や 着装経験が 増 すほ ど着心地 に 対する 個

人 の 評価基準が厳 しくな る」 と述 べ て い る ，わ れ わ れ

は こ れ ま で 被服 の 着心地 の定量化の
一

指標 と して の被

服圧 を 取 り上 げ，こ の 圧値 と圧感覚 の 大 き さ と の 関係

を調べ て きた．と こ ろ で ，圧感覚の 大 き さは，従来専

ら被験者 の 主観的評価に頼 っ て きた が ，こ れ は 被服の

着 用回数 （そ の 被 服 に 対 す る知 識 や経験 も含 む｝，外

部環境，着用者の 生理 的因子 など に よ っ て 影響 され る。

三 野 と一ヒ田 Cl994a）は ，外部環境や 被験者 の 生理 的

因子 を統制 した 条件下 で ，浴衣 の 着用回数の 増加に伴

い 当初
”
きつ い

”
と評価 し て い た fiが 後 に は

“

ち ょ う

ど良い
”

と評価 され る よ うに な っ た と報許 して い る、

また ，見元 （1987｝ は ，ゴ ム 紐 に よ っ て身体が持続的

に 圧迫 さ れ る こ と が 原因 と考え ら れ る 症例 を多数挙 げ

て い る ．こ れは，伸縮性素材 で 作 られた被服 に よ る 主

観的 に は
“
き つ い

”
と感 じな い よ うな ，弱い 圧 刺激 が

自律神経 系の 諸 機能 に 影響 を及 ぼ した例 と考えられ る，

し たが っ て ，微弱な圧刺激 の 人体に及ぼす影響 を判定

す るため の
， 圧に対す る 客観的評価法の 確立 が 必 要 と

思 われ る，そ の た め に は 、自律神経系の 諸機能を指標
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とすべ きで あ る とわ れ わ れ は 考え た．

　八木 （ig91） は 研究対 象となる牛理 反応 は，医学的

な沽療や 診断を日的 とする時以外に は，身体に傷や害

を及 ぼ さな い よ うに ，皮膚の 外 か ら非侵襲 的 に 測定す

る必要があ る と指摘 L て い る．また，ある刺激に対す

る 被験者 の 生理応答 を得る た め に は ，必 要以上 の 負荷

を被験名に与えない こ とも重要で ある ．こ の点，唾液

の 分泌 は，無 条件反射的 に も条件反射的 に も誘起 され

る 自律神経系の
一
活動で あ 1），口 腔中に溜 まっ た全唾

液を吐 き出 させ て 採取 する 限 り被験者 の 負担 は 軽 い ，

そ こ で ，本研究で は こ の 唾液分泌活動 を指標 と して ，

入体へ 影響 を及 ば す最小 ベ ル ト圧 を保健 衛生的な 11i：場

か ら検討 した，

　 2，実験方法

　（1） 唾液分泌活動

　 被験者は 23，38，41 歳 の 健康な成人女．
∫
・3 名 （順

に 被験者 工，奪，3
’
i とす る ）で あ る．彼女 ら の ロ ー

レ ル 指 数 〔目 本家政 学会 19．　9ユ｝ は ll4、L139 ．6，
139，8 で あ っ た ．唾液採取 は 人 工 気候室 内 で 行 っ た ．

人工気候室内 の 温 度は ，シ ョ
ー

ツ と T シ ャ ッ を着用

し た 被験者が 汗 もか か ず震 え も 起 こ さな い ，中立温域

（28、5± 0．6℃） に 設 定 した．また，相対湿 度は 44．0

± 4．0％ ，気流 は 10．0± 2．Ocm ／＄，照度は 1，200士 ］OO

［X に 設定 した ，

　 まず，被験 者 ピ に お い て，彼女 の 月経周期 の 高温

期 に ，圧 刺激 な しの 時の 唾液分 泌活動 を調 べ た ．被験

者 の 朝食 ・
昼 食の 食事内容 と そ の 摂取時刻 を統 制 した、

被験 者 は ，朝食 〔ト
ー

ス ト 1枚 （65g ），バ タ
ー．− 1⊂19 ，

ジ ャ ム IOg， コ ーヒ ー ［50　ml
，
281　kcal） を 5 ：50−

6 ：00 に，　昼食 （朝食 と同
．・
内ぞギ）　を 12 ：16〜12 ：26

に 摂取，食後歯磨 き 3 分間 ・：歯磨 き粉は未使用 1 と口

を 20 同すす ぎ，凵腔中 の 食べ か すを取 り除 い た ，被

験 者は 7 ：00 に 前述 の 着衣条件 で 人 工 気候 室 に 入室

し，ユ峙 間安静椅座位を保 っ た ．そ し て ，8 ：00 か ら

唾 液採取実験 を開始 した ．実験開始 0 分 か ら 16 分 ま

で の ユ6 分 の 問 に ， 2 分 間隔 で 8 回採取 した ．なお，

採 取 に あた っ て は， 2 分 間 に 口 腔 中 に 溜 まっ た 全唾液

を試験管 （マ ル エ ツ
， 直径 15ml ， 5iτ己容 ，キ ャ ッ プ

付 き， に 吐 き出 させ た，唾液採取 に よる喉 の 渇きを防

ぐため に，採取実験終 ∫後，ただち に採取重量と同量

の 自湯 〔室濕 の 2呂，5℃ 〕 を飲み
， 約 10分 間休息 した．

こ れ を 1 実験 と呼 ぶ ，こ の よ うな唾液採取実験 を午前

中 9 実 験 〔8 ：00，8 ：30，9 ：00，9 ：30，10 ：00，

lD ：30，　 ll ：OO．　ll ：30，12 ：00 に それぞ れ開始），午

彳妾と8 実験　〔13：00，　13 ：30，　14 ：00，　14：30，　15 ：0G，
15 ：30，16 ：00，16 ：30 に それぞ れ開始〕 の 計 17 回

を被験 者に課 し た．なお ，採取 した唾液は採取 直後に

化学天秤 CL−200　D ，島津｝ を用 い て 秤量 し た．

　（2＞　圧 刺　激

　唾液採取 法 は 2−（1）と同
一

で あ る．た だ し，こ こ で

は 9 ：30 開始か ら 12 ：00開始 まで の 6実験 と した．

唾液採取 開始 前 の 8 ：30〜 9 ：30 の 1 時 間，被験者

は 安静椅座位 を保 っ た ．圧 刺激実験 の ス ケ ジ ュ
ー

ル を

F⊥g ．1 に 示す ，す べ て 開始直後か らの 16 分 の 閤に ，

2 分 間隔 で 8 回 （図 中 の 上 コ マ ず つ ），全唾 液を 採取

した ．圧刺激実験 は 次 の ス ケ ジ ュ
ー

ル で 1 日 4 回行 っ

た ．す な わ ち，ス ケ ジ ュ
ー

ル 1は 10 ：00 か ら，ス ケ

ジュ
ール V は 1〔1 ：30 か ら，ス ケ ジ ュ

ー
ル 田は 11 ：00

か ら，ス ケ ジ ュ
ー

ル W は 上1 ：30 か ら開始 した．なお ，

9 ：30 か ら と 12 ：00 か ら 開始 さ れ た 実 験 は
， 圧 刺 激

実験に 対する 対照実験 で あ る．

　圧刺 激 に は 幅 2．5CIIIの イ ン サ イ ドベ ル ト （た て 糸，

ポ リ エ ス テ ル ス パ ン 糸 ；よ こ 糸 ， ナ イ ロ ン フ ィ ラ メ ン

ト糸 ；以後 ベ ル トと呼 ぶ ） を用 い た．ベ ル トの 引 っ 張

り試験 の 結呆は既報 に 野 と上 田 1997｝ で 述 べ た．

その 中で，本研究で 用 い た ベ ル トは 最大 ベ ル ト圧発 生

時 で あ っ て も，た て 糸 方向 に 0．09％ し か伸長 し な い

こ とを記 し た． E記の ベ ル トを用 い ，被験者 の ウ エ ス

ト部を取 り巻い て 圧迫 した，そ の 時 に 発生 し たベ ル ト

圧 の 典型 例 を Fig、2 に示す 〔被験者   ）．な お ，ベ ル

ト圧 測定 に は 液圧 平 衡方式 を用 い た （三 野 と 上 田

1994b ｝．

　と こ ろ で ，ベ ル ト圧 は呼吸運動に伴 っ て変動 し，吸

息相 で 最大値，呼息相で 最小値 を示 す ｛三 野 と 上 田

199  ．両呼吸相 に おけ る ベ ル ト圧 と圧感覚 との 間に

は 有意 な直線関係があ っ たの で ，どち らの 呼吸相の 圧

を用 い て も問 題 が な い ，本研 究 で は
， 吸息相 の ベ ル ト

圧 を 研究 の 対象 と した．Fig．2 の 円 グ ラ フ は圧測定部

位を，黒 色 の 扇型 の 面積 は ベ ル ト圧 値 を 示 す．A − 1

は ，椅座位で 測定部位 RA （右半身の 前正 中線 か ら 3
cm 体側 よ りの 部位 ） の ベ ル ト圧 が 吸 息相 で 5mmH9

に な る よ うに ベ ル トを締め た 時の ウ エ ス ト部の 圧分布

で あ る ．ま た，部位 RA が 吸息相で 20　nUmHg にな る

よ うに ベ ル トを締 め た と こ ろ ，圧分 布は B − 1 の よ う

に な っ た．こ の ように ，発生する ベ ル ト圧 は 部位に よ

っ て 異 な っ た．なお，他 の 被験者 の 椅座位 に お け る

ユ2 部位の ベ ル ト圧 も
， 被験 者   と 同様，部位 RA に

62 〔ll32
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　 Fig、1，　 Experimental　schedules 　fo王
『
pressure 　stmlulatioi ／

TIle 臓hole　 sa 【iva 、、士dch　 remalned 　in ヒhe　ITI〔〕uth 　f〔」r　2　 min 、“τ⊃r 巳 tak ∈n

aτ speci 丘ed 　times ⊂g　lヨ〔｝，9’32，934 ，936 、…．12：14，1216）．The 　pr
’
essure

stimuli 晒
・ere 　apPtied “ 士lere ⊥ntcnsi ：ies　I−］

「
、丶ere 　marked 　（see 　texl　for

de七a且s），

お い て 最 も高 か っ た ．そ こ で ，全被験 者 と も に 部 位

RA に お い て 5 ，10，ユ5，20　mmH9 の 4 強度の 圧 が 発

生 する よ うに ベ ル ト を締め た．ち なみ に ，カ ブ 1幅

2，5cm の 血圧 測定 用加 圧 布） を使用 し て，部位 RA に

お い て吸息相で 20mm 日g 圧 が発生す る よ うに ウ エ ス

ト部 を締 め た 場合，各部位 で 発生 した圧 は B −1 と ほ

ぼ同様な圧分布 を示 した ，すな わ ち，カ ブ で もべ 1レ ト

と同様．発生す る 圧 は測定 部位 に よ っ て異な る こ とが

わ か っ た ，ち な み に
， 被験者が 立 ち Lが る と，ベ ル ト

圧 の 分 布は A −1 か ら A −2 に，B −1 か ら B −2 の よ っ に

な っ た ．A −2 で は ほ とん ど圧 は発生 せ ず，　 B −2 で は 平

均 し て 6．4mmHg し か 圧 は 発生 し な か っ た ．部位

RA に お け る圧 が 5，10，15，20　mmH9 そ れ ぞれ の

場 合 ，12部 位か ら得た 平均圧 は 部位 RA の 圧 よ ｝〕常

に 小 さか っ た ．そ こ で ，本研究に お け る 圧刺激 の 強度

は，
一．

強度 に つ き計 測 した 圧 の 平均値 （後述す る が ，

］被験 者当た り 32 回 〔16 圧刺激 実験 × 2 回試行 1 の

圧刺激実験を行 っ た ．この 1実験 に つ き 6 呼吸分 の 吸

息柑 に おける圧 デ
ータ を測定 し た の で

，
32 回 × 12測

定部位 × 6 呼吸 ＝2，304 デ
ー

タの 平均値 ） で 示 す こ と

に した ．

　本研究 で は，以 ドに 示 す 4 段 階 の 圧強度に よ る 2 分

問 の 圧 刺激を，ウ エ ス ト部に 2 回繰 り返 して 与 え た ．

圧刺激 の 持続時 間 は 実験 開始後 の 4〜6分 と 10−一・12分

の そ れ ぞ れ 2 分間ず つ で あ っ た ，また ， 圧刺激の 強度

13被験 者 の 平 均値）は，ス ケ ジ ュ
ー

ル 1は 3．7nunHg

C5．ユg正／肛 n り，ス ケ ジ ュ
ー

ル ilは 6．3mmHg 〔8．6

9f／c【n
≧

），ス ケ ジ ュ
ー

ル U］は 9．5mmHg 　 C　12．99f／c　ln　
Lt
），

ス ケ ジ ュ
ー一

ル W は 13．7mmH968 ．69f／cmL
’

｝ で あ っ

た．なお ，圧 刺激 の 提 示順 に よる影響をキ ャ ン セ ル す

る た め ，試行は第 1 口 目に は ス ケ ジ ュ
ー

ル 1→ IV，第

2 日 目 に は逆 に ス ケ ジ 11 一ル fii→ 1 ，3 日 目 に は ス ケ

ジ コ ．一ル n→ 1 一タW ・皿，第 4 目目には ス ケ ジ ュ
ール

田→W → 1一や 且の 順 序で 行 っ た．こ れ を 1 セ ッ シ a ン

と して ， 1級験 者 あ た り 4 セ ッ シ ョ ン，つ ま り 16 日

間実験 を繰 り返 し た．

　（3） 圧 感 覚

　 ベ ル トを装着 した 峙 の 圧感覚 の 大 き さ を，比率尺度

（
’．
ちょ うど良い

”
と

“
か な りきつ い

”
を 基準 の 1 と 10〕

に よ っ て 被験者に 評価 させ た （三野 と上 田 1997参

照 1．
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A −1　 5mmHg 　 a 〔 RA

　 　 　 　 　 　 D 〔＞rsa ［

B−1　 20mmHg 　 at　RA

　 　 　 　 　 v臼 1匚raI

A −2 B −2

Stand↓ng 　position
一

＼　　 　
、

＼
1

L二＿ ド
／7　　

1

ノ

2D　mrnHg

15mmHg

lOmmHg

5mmHg

OmmH9

　　　　　　　　　　 Fig．2．　AtyPl 【
・
al　example 　of 、saistband ・pressure

C［r・1・ g・aphs 　sh。w 　P11・・s・「・
−measuru ｝9 ・ ・gl・ ・ s　a け he 畑 ・1、・11 “hi・h　 the 　a ・e ・s ・f　black　c… esP 。nd 　l。

the　magl1 註ude 　Df 　the 、欟 s山alモd−pressures 〔subject 　 2 ）．　Twelve　pre3sure−measumng 　regions 　bet、reen 　the
skh

’
i　and 　the “ a ユstband 　were 　on 　the ｝1］1〔eriol

’
med ［aii　！i】le 〔AM ），　oll　1he　posヒerior 　m 臼〔lian　hne （PM ），30m

apart 　froln　［he　arlterior 　Inedla ” 　line　（A）　o】／　the 　】eft 　（L）　and 　right　（R）　ha］ves （〕f しhe　bod ユes ，　on 　にhe
MaIlumMary 　hne （B ）、｛〕111he 　middle 　axHlary 】111e　（C），on 　rhe　seap しLlar　l1Re〔D ），　and 　3　cm 　apnrt 　fTDR1ヒhe
P・ s［e ・iu・ mediai コ liil・ （E）・A −1　 sh ・・馴 ・ e ・ ・n 〔Li・t・・buti。 n ・f ・・eistb ・ 11d −p ・ essures ・・tie・／ 5 、  Hg ・・as

genera匸ed 　 at　lも丶 at　sllumg　pDsition 、“d／i［e　B−1　 also 　sho 、sE 　une 、
．
en 　distribut⊥on 　 or “alstband −pres9．　ures

v，hc・n　20　mmHg 　、sas 　generated　at　RA　al　sit〔ing　posi［icコ］1　A −2　and 　B −2　sh 〔〕w 　the　correspo1 「〔ljllg
wnls 亡balld−pressures　a 亡staiiding 　positio）／．

　 3．結　 　果

　（1）　唾液分泌 活動

　圧刺激を う”えない 時の ，唾液分泌活動 の 経時変化を

H9 ．3 に 示す．縦軸 は 相対 唾液分泌 量 で ，実 験開始 0

分 〜2 分 の 問 に 採取 し た唾液の重 量に対す る比率で表

した．横軸は 時間 1分 ｝ で あ る，左図 は昼食前の 9 実

験 の 結果 で ，右図 は 上 か ら 8 段目 まで が 昼食後 の 8 実

験 ， 最 下段 は こ れ ら 17実験 を加算平均 した もの で あ

る． こ こ に は示 さ な か っ た が ，同
一

被験 者 の 池 の 日

（次の 月経 周期 の 同
一

高温 期） に行 っ た 唾液分泌活 動

も，Fig．3 と同様 に経時的 に変動 L て い た ．こ の よ う

に ，通常の 唾液 分泌 活動 は 常 に 変動 して い る こ とが わ

か っ た ．そ こ で ，唾 液分泌活動 の 背景変動 を除 くた め

に 同期させ て 加 算平均す る と （右図 の 最 下段 ［IT＝17）

参照 111　
7 ラ ン ダ ム な 唾液分泌活動 C7 イズ 、VI は 串均

化 さ れ て （、 n ノ〉，　 n は 加算 回数 ） 安定 した コ ン トロ ー

ル が得 られ た ．一
方 ，

3−（2｝で 後述 す る 圧刺激に 対 する

唾液分泌活 動 の 応答 1信号，S）は加算 され て 大 き く

な り 〔月∫〕，∫澀 比が改 善 （融 倍1 され る の で ，唾 液

分泌活動の 応答 （S｝ が明瞭 とな る はず である ．以下 ，

加算平均 Cn＝ユ6） した結果を デ
ー

タ とした ．

　（2） 唾液分 泌 活動 に 及 ぼ す 圧 刺激 の 影響

　唾液分泌活動 に 及 ぼ す圧刺 激 の 影響の典型例 を Fig．

4 （被験者 2）の 場 合 ） に 示 す，縦 軸 は 相 対唾 液分 泌

量 13迫 ）参照 1，横軸は時閤で ある．なお，横軸の 4　
一一

6 分，10− 12分の マ ーキ ン グ は ，圧刺激 を与えた 時間

帯 を 示 す ．な お ，酬 91 に 示 し た コ ン トロ ー
ル ・ユ｝と

、2．の 結 果 は平均 して 口印で 示 した ．図が 混雑す る の

で 各デ
ー

タの 平均値の み を示 した．ス ケ ジ ュ
ール 1 −

n・’の 中 で ，最大 の 刺激圧 で ある 14．OmmHg で 圧迫 し

た 時，1回 目および 2 回 目の 刺激中 に の み 唾液分泌 景

は 有意 に減 少 し た 〔NS・’1］coXOn の 符号順位検定， α ≦

6．t U13 ．1）
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Fig．4．　 Effects　 of 　pressure −stimulation 　 on 　 salivary

　　　　secreti ⊂m （subject 　21：，see 　text　for　details）

O．05，Fig、5参 照），
一

方，6．2mmH9 で 圧 刺 激 す る

と，2 同 目 の 圧 刺激 が 終了 し た後に 唾液分 泌 量 が 有意

に減少 した 〔α ≦ O．05，Fig．5 参照〉，

　全被験者に つ い て 実施 した，唾 液分泌活動に 及ぼす

圧刺激 の 影響 の 有 意差検定 の 結果 を Fig、5 に 示す．被

験者 ：工 で は，9．2rnmH9 の 2回 目 の 圧刺激終了 後に

唾 液分泌 量 は有意 に 減少 し た Ca ≦ O．05）．破験者
．L7

に つ い て は す で に 述 べ た 、被 験 者   で は ，4、3

mmHg の 時に の み ，1 回 目の 圧刺激 終了以降 と 2 回 目

の 圧刺激 中お よ び 刺激 終 r後 に 唾液分泌 量 が 有意 に 減

少 し た （a ≦ O．Ol あ る い は a ≦ O、　05，
　 Fig、5 参照 ）．

こ の よ うに ，ウ エ ス ト部を圧刺激す る こ と に よ っ て ，

唾液分泌量 は全被験 者 で 減少 した ．な お ，唾液分泌量

を有意に減少さ せ る の に 必要 な最小 の 刺激圧 は 被験 者

に よ っ て 異 な っ て い た ，

　（3） 最小刺激圧 に 対 する官 能評価

　唾液分泌 量を減少 させ る の に 必要な最小刺激圧 と そ

の 圧感 覚 との 関係 を調 べ た ．
“
ち ょ うど良い

”
と

“
か な

りき つ い
”

をそれ ぞ れ基準の 1 と 10 と し て ，最小 刺

激圧 に 対 す る 圧 感覚 を被験者に評価 させ た ，そ の 結果 ，

圧 感覚 の 大 きさ は ，被験者 、−1）で は 3，1± O．2，被験者

  で は 1．9± O．4，被 験者 笠．
で は 1．2± 0、3 で あ っ た．

す な わ ち，どの 被験者 も こ の 最小刺激圧 を
“
ち ょ うど

良 い
”

よ りもわ ず か に 強 い 圧 感覚 と評価 して い た．

　4，考　 察

Da “
’
es 〔1972） は ，8 被 験 者 に つ い て 4 〜26 日 間

（1 日 に 5 回唾液 を採取｝調 べ た とこ ろ ， 刺 激な しの
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Fig．5．　Significant　sallvary 　secret ［on 　in　 respollse 　to

　　　 pressul
’
e−stilnuh 　（ullit ：工nmHg ）of 、s

”
d ユstband

Wlk 幽oxur ］ signed −ranks 　test　 fDr　 Ptn 　dependent　 samples

The　 sah ▽ ary 　 s 巳cre ［i〔）n　 signMcantly 　 decreased ，★ a ≦

D、  5
， ★★ 　‘ぐ ≦ OOI，★ ★★ ： α ≦ 0、00⊥．

時の 全唾液の 定常 分泌 速度 は 1．　O　tn1 ／min で あ っ た，

そ して ，そ の 分泌速度に は有意なサ ーカ デ ィ ア ン リ ズ

ム が あ り，そ の ピ
ー

タ は 15 ：26 で あ っ た と述 べ て い

る．また，sour −lemOn−drop を用 い て 採 取 し た 耳 下 腺

唾液 と 全唾液 の 分泌速度に も有意な サ ーカ デ で ア ン リ

ズ ム があ っ た （Dawes 　alld 　Ong　 1973），なお ，　 Fer −

guson　 et α 〜．（1973｝ 1ま，　 sparlgles や acid −drop を用 い ，

Lashley　canmula を用 い て採取 し た 17被験 名 の 耳
．
下 線

唾液 は ，個 人 差は あ る も の の ，ほ ぼ 24 時間周期 の サ

イ ン 波に 同調 して い た と述 べ て い る ．なお，顎 ド腺唾

液 の 分泌速度に つ い て もサ
ー

カ デ ィ ア ン リズ ム が報 吉

さ れ て い る （Ferguson 　and 　Fort　 19．　74），こ の ように，

口 腔内の 化学 的／機械 的刺激 の 右無 に 関わ らず ，耳下

腺 ・顎 下腺 単独 ，あ る い は 全唾液腺か ら の 唾 液分泌活

動に は 有意 なサ ーカ デ ィ ア ン リズ ム があ る こ とが 報告

され て い る．

　尾 関等 C1994 ）
，
　 Ozeki　 et　at．（］9．　95〕 は，成入女丁

・

の 唾液分泌活 動 （1 凵 1：厳密に は 6 時 一一
　23 時） に 18 回，

全唾 液 を連 W．　7S 目問採 取） は被験 者の 基礎体温 と有

意な根関関係 があ り，摂食後 5〜10分間 の 唾液分泌量

は，他の 時刻帯 の そ れ の 2．1−−3．1 倍 も増大 し て い た

と述 べ て い る，本研究で は唾液分 泌活動 の 月経周期変

動や時刻変動 の 影響を で きうる 隈 り除 くた め に
， 唾液

分泌活動 を 相対啄 液分泌量 で表すこ と に した 〔Fig　 3，
4｝．また，摂食直後 の 時 刻帯 に は唾 液採取を行わ な

か っ た ，こ の た め ，尾関等が 報告 した 摂 食の 影響 は排

除 で きた ｛Fig．3〕．

　 Tokura 　 I：1988 ） お よ び登 倉 C1990
，

1992） に よ れ

ば．唾液分泌速度 （ヨ ・．一グ ル ト味 の 飴を口 腔中 に 含ん

た時の 耳下腺唾液を
，
Lashley　canrlula を用 い て 採取）

は
，

ボ デ ィ ス
ー

ツ 着用時 （被服圧 が ウ エ ス ト部 ：22−

25gf7cm2，ヒ ン プ部 ：17　一・25　gf／cm2 ，ア ン ダーバ ス

ト部 ：15　
一一　21　9ffCint，た だ し ゴ ム 球 を 用 い て 計 測）

に は 非着用時 に 比べ て 約 5096減じた と い う．Fig．5 で

述 べ た ように ，本研 究 で は 登倉 の 報告 に 比 べ ，か な り

低 い 圧 刺 激 （椅 座 位 静止時 に お け る ，被 験 者   ：

4、3mmHg 　 6 ．8gf／om3 ：：
・被 験 者 ：21： 6．3rnmHg

｛S．69f／em2 ｝・
被験者 、工：9，2 コnmH9 　（12．5gf／cm う，

で も唾 液分泌量 が減少 した．こ の よ うな結果 の 違 い は，

加圧部位 ，圧 迫 面 積 ，圧 強 度，唾 液採取法な どが 両研

究の 問 で異な っ て い たため と思 われ る ．

　唾液分泌活動を有意 に減少 させ た 腹部 の 圧 刺激 は ，

被験者の どの よ うな因 子 と 関連 して い た の で あ ろ うか ．

た とえば，口 腔内 に 取 り入 れ．た食物は味覚の み な ら ず

触覚，温度感覚などの 各種感覚 の 受容器 を刺激 す る ．

こ の 受容器で 生 じた 興奮は ，求心性 ニ ュ
ー

卩 ン に よ っ

て 延髄の 睡 液中枢 に 達 し， こ こ で 遠心 性 ニ ュ
…ロ ン

ぐこ こ で は ，分泌神経） に伝達 され て 効 果器 で あ る 唾

液腺 に 到達 し，反射的 に 唾液が分 泌 され る．一
方，

L
梅 干 し

＋／
を 想像 した だけ で 唾液が 分泌 す る こ と は よ

く経験す るが，こ れは明ら か に 前述 した無条件反射と

は 異 な り，大脳 半球が 関与 した 精神的分泌 1条件反射）

で ある．本研究 に お い て は，口 腔 の化学刺激あ る い は

機械的刺激 は行 っ て い な い し，精神的分泌 もなか っ た

と考え られ る．こ の 他，唾液分泌量 は咳をする と増 え

る こ とが知 られ て い るが （尾関等 1994；Ozeki　 et　 aL

I9　95）、本被験 者は 実験 中 に 咳 もしなか っ た．こ れ ら

上記に挙げた い ずれ の 例 も ， 唾液分泌量 を増加 させ る

66 （1136！
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方向に働 く．他方，唾液分泌量を減少さ せ る効果 と し

て ，居 眠 りや 風 邪薬 の 服 用 （尾関等 1994）が知 られ

て い る が、本研 究 に お け る被験者は 実験 中 に 風邪薬 の

服用 も，居眠 りも しなか っ た，

　刺激 を与 え て か ら応答が開始 する まで の 時 間 （潜時，

1atent　t．ilne）は，
一

般 に刺激 が強 い 時に は短 く，刺激

が 弱 い と 長 くな る （Hei］brunn　 1952）．さて
， 被験 者

互 に対す る強度 14．OmmH9 の 圧刺激は，こ の 被験者

に と っ て 十分 に 強 い 刺激 で あ っ た の で 潜時 が 短 く，丿土

刺激中に 唾液分泌量が有意に減少 し，か つ 、圧刺激終

了後 に は 応答は 回復 した と考 えられ る （短潜時 の 反

応｝、他方，被験者 〔歪：の 強度 6．2mmH9 に おける 14〜

16 分 の 唾液分 泌 量 の 減 少，被験 者 ：∫ の 強 度 9，2

mmH9 に お け る 14− 16 分 の そ れ，被験 者   の 強度

4．3mmH9 に お け る ユ 回 目 の 刺激終了後の 6 −・．1⊂｝分

の それ は，長潜時 の 応答で あ っ た と考えられる．また，

被験者 ：L と   で は 2 何 月 の 圧刺激終 ∫後に初め て有

意な反応が 認 め られ た こ とか ら，繰り返 し刺激 に よ る

刺激効果の 加重 の 存在が示唆 され る．被験 者・
｛s の 2

同 目の 圧刺激中 CIO〜ユ2 分） の 応答は ，第 1 刺激 と

第 2 刺激の 間隔が長けれ ば ，前述 の 長潜時の 反応 か ら

考えて ，圧 刺激中 に は 応答が 現 れ な か っ た と思 わ れ る．

また ，こ tzは刺激 の 繰 り返 し効果 （加重） と も考え ら

れ る．反応性の 回復，刺激効果の加重 （時間的促進，

temporal 　faCilitation）や慣 れ （habltuation）な ど に つ

い て の 情報を得る ため，二 つ の刺激 の 間隔 を変化 させ

て実験す べ きと考え て い る ，また，生体の 反応 を引 き

起 こ す た め に は 刺 激 の 大 きさ と そ の 持 続時 間 と の 関

係 が 重 要 で あ る （Welss の strength −duration 　curve

〔Heilbrunn 　l952参照 ））．

　 と こ ろ で ， 被験 者 の 年齢 と唾液 分泌 量 を減少 させ た

最小刺激圧 との 関係 を調 べ たと こ ろ ，唾液分泌量 を有

意に滅少 させ た件数 （Fig．5 の ★印の 数〉は ，被験者

丁 （23 歳），被 験 者 2 （38歳 〉，被験 者 ：弖 （・i　1歳 ）

の 年齢順 に 従 っ て 多か っ た、また，最小 刺激圧 と被験

者が通常締め て い る ベ ル トの 「「：との 関係を調 べ て み る

と，最 小 刺激圧 Y と 通常 ベ ル ト圧 X と の 間 に は 有意

な直線 関係が あ っ た （γ＝O．92X ＋ 2．4，　 r2 ＝0．999，
（t ≦ 0．05），今後 さ ら に被験 者を増 し，最 小刺 激圧 と

通常 ベ ル ト圧 と の 関係 を検討 す る 必 要 が あ ろ う，

　本研究 で は，本人が
“
ち ょ うど良い

’t
と感 じ る 圧値

（圧 感覚の 大きさは 1，その 時の 圧 強度は椅座位で 4．0．一一

7．4mmHg ） よ りもわず か に 強 い 圧 値 （圧感覚の 大 き

さ は L2 〜3．1，そ の 時 び）圧 強度は椅座 位 で 4．3・− 9．2

mmllg ）に よ る 繰 り返 し刺 激が，自律神経 系の 諸機 能

に 影響を及ぼ したの で あ ろ う，本研究 の 実験系で は唾

液 の 分泌経路 あ るい は効 果器 で あ る唾液腺それ 自身を

機械的 に圧 迫 したわ けで は な い ，す る と，ウ エ ス ト部

圧追 が唾 液腺 を支配す る神経に 対 して何 らか の 影響を

及ぼ した と考 え ら れ る ，交感神経の 興奮 に よ っ て 粘液

性唾 液の 分泌 が促進 され，副交感神経 の 興奮に よ っ て

漿液性唾液の 分泌が 増大する こ と は よ く知 られ て い る．

また，こ れ ら唾液分泌神経で は静止時に お い て も自発

的に ス パ イ ク発射 し （静止活動），こ れ に よ っ て唾液

が常 に あ る量 分泌 され る と言われ て い る ．ウ エ ス ト部

へ の 弱 い 圧 刺激が，こ の 自発的ス パ イ ク発射の頻度を

減少 きせ た の で は なか ろ うか ．腹部 へ の 圧刺 激 に 対す

る唾液分泌反応に関す る 神経機構に つ い て の 詳細 な研

究が待た れ る．

　われ われ は，大 気圧 【：1気圧 ）す なわ ち 760mrnH9

（1．033kgf／Cm2 ） の 圧 を常時受けて い る，本研究で 得

ら れ た 有効刺激圧 は 4．3 −−9．2nunHg で あ っ た ，す な

わ ち，ベ ル ト装着 に よ っ て大気圧 の わずか O．57〜1．21

％ に 相 当する 圧 の 増加 で 唾液分泌量 が 減少す る こ と が

今 回示 さ れ た．こ の よ うに ，弱い 圧刺激が人体 に影響

を及 ぼ す こ とが わ か っ た ．また ，こ れ を調 べ る 手段 と

して ，本研究で 採用 した 障液分泌活動を指標 と した解

析が十分役立 つ と考え る ．

　 5 ，ま　と め

　23，38，41 歳の 成 人 女子 3 人を被験者 と し て ，睡

液分 泌 活動 に 及 ぼ す 圧刺 激 の 影 響 を 調 べ た ．幅 2．5

cm の ウ エ ス トベ ル トを用 い て，3．3 −・・14．3rn皿 Hg の

範囲内の 4段階 の 強度の 圧 刺激 を 2 分間ずつ 2 回 ウ エ

ス ト部 に 与 えた．なお，こ の ウエ ス トベ ル ト圧測定 に

は液圧平衡法を用 い た．

　 ウ エ ス ト部 に 与えた 圧 刺激 に よ っ て 唾液分泌量 は 全

被験 者 で 減少 した．有 意 に 唾液分泌 量 を減少 させ る の

に 必 要 な最小刺激圧 は 被 験者 に よ っ て 異な り，椅座位

静止時で 4，3〜9．2mmHg で あ っ た ．こ の 最小刺激圧

を，
；／
ち ょ う ど 良 い

”
を i ，

噛‘
かな りきつ い

”
を 10 と し

た 比率尺 度で 全被験者に 評価 させ る と，そ れ は 1，2〜

3．1 の 範囲 に あ っ た．こ の よ うに ，弱 い 圧刺 激の ヒ ト

へ の 影響 を調 べ る 手段 と して ，本研 究 で 採用 し た唾 液

分泌活動を指標 と した解．析が 役立 つ こ とが わか っ た，
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